
奈良県知事　　殿

所 在 地 　〒

申 請 者

代 表 者 印

円

回

●●市教文第１０号

１，０００，０００

２

　県史跡●●古墳

交　付　申　請　額
（1,000円未満切り捨て）

有　・　無

有　・　無

当申請事業と他補助金申請事業
との重複の有無（予定含む）

・国宝重要文化財等保存整備費補助金

・奈良県の他の補助金

文化資源活用補助金及び
「記紀万葉」県民活動支援補助

金
における過去の採択回数

事　業　名 　●●古墳周辺遊歩道整備および説明板設置事業

対象となる歴史文化資源名
（複数の場合はすべて記載）

（第１号様式）

・史跡等整備活用補助金

・奈良県文化財保存事業費補助金

有　・　無

有　・　無

 １　歴史文化資源の活用につながる保存・修理事業

 ３　歴史文化資源の普及啓発のためのイベント事業

 ２　歴史文化資源の活用のための周辺整備事業
対　象　事　業

（該当する対象事業に丸）

記

　　年　　月　　日

文化資源活用補助金交付申請書

令和５年度に文化資源活用補助金の交付を受けたいので、下記事業について、文化資源活用
補助金交付要綱第７条の規定により別紙関係書類を添えて申請します。

市町村の場合は文書番号を追加
してください。

該当する事業を〇してください。

事業内容を把握できるような、わ
かりやすい事業名を付けてくださ

記入漏れが多いので注意
してください。



（第２号様式）

歴史文化資源データベース登載シート

記入年月日

（よみがな） 画像ファイル名（主）

歴史文化資源名 画像ｷｬﾌﾟｼｮﾝ
（指定等文化財の場合は

正式名称） 画像ファイル名（副1）

所在地 画像ｷｬﾌﾟｼｮﾝ（副1）

座 標 画像ファイル名（副2）

所有者（団体） 画像ｷｬﾌﾟｼｮﾝ（副2）

管理者（団体） ↑ファイル名は半角英数字のみ可能、必
ず添付していだく画像ファイル名と合わ
せてください。

区 分
大分類 小分類

文化財指定等 指定等内容

文　　化　　資　　源　　の　　概　　要

文　　化　　資　　源　　の　　現　　状

地域にとって大切な歴史文化資源である、その理由

歴史文化資源名 記入年月日

公開の状況 公開日・時間等

観覧料金 観覧料金詳細

「記紀・万葉集」との関連とその概要

当資源と関連する歴史上の人物とその概要

当資源と関連する文献史料

当資源と関連する伝承

他地域の関連する歴史文化資源

※上記記載事項については、県が運営する歴史文化資源ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞにおいて公開させていただく場合があり
ます。当様式の作成にあたっては、その旨をご承知いただいたうえで記載してください。

当該歴史文化資源をホームページで公開した場合の問い合わせ先

ホームページ掲載用　問い合わせ先

ホームページ掲載用　電話番号

当該歴史文化資源問い合わせ先（県担当者から内容の確認をさせていただくご担当者を記載してください。）

シート提出者（団体においては団体名及び代表者）

担当者（団体の場合は担当部署及び担当者）

電話 E-MAIL



※記載枠が不足する場合は、上下方向に枠を拡大して記載してください。複数枚にわたっても構いません。



関連ページタイトル01 関連ページURL01

関連ページタイトル02 関連ページURL02

関連ページタイトル03 関連ページURL03

関連ページタイトル04 関連ページURL04

関連ページタイトル05 関連ページURL05

関連ページタイトル06 関連ページURL06

関連ページタイトル07 関連ページURL07

関連ページタイトル08 関連ページURL08

関連ページタイトル09 関連ページURL09

関連ページタイトル10 関連ページURL10





1 事業名

2
対象となる歴史文化資源名

（複数の場合はすべて記載）

3 事業目的

4 事業内容及び実施内容

5
地域における事業の位置づけ

活用計画、方針など

6 総事業費 2,000,000 円 7
交付申請額

(1,000円未満切り捨て)
円

8 事業期間

月日

令和５年７月

　　　　８月

令和６年２月

３月上旬

３月XX日

【対象事業１】
事業完了後の活用計画や方針

【対象事業２】
事業完了後の効果と測定指標

11 実施体制

12

従前事業との関連性
及び改良点など

（本補助金採択経歴のある団体
は記載してください）

13
特記事項

アピールポイント

（第３－１号様式）
事　業　計　画　書

様式１と同内容を記述

様式１と同内容を記述

申請される事業の目的について具体的に記してください。

事業全体の内容と、具体的な事業実施内容について記してください。特に整備事業につ
いては「活用」の視点から、整備の工夫、取り組みなどを具体的に記してください。
　例：まちづくりと環境整備について、説明板の内容、デザイン、地図、多言語化、QR
コードなどの工夫等（別紙として図面、イメージ図、関連資料などを添付してくださ
い）

歴史文化資源が存在する地域振興の観点から、本事業の位置づけを記述してください。
市町村においては、地域計画、歴史文化基本構想などで位置づけされている、または今
後位置づけを行っていく場合は、その内容について記してください。

1,000,000

交付決定後　　～　令和６年３月××日

9
事業計画

実施内容 場所

入札・委託 ●●市役所

施工 現地

竣工 現地

10

対象事業１「保存・修理」については、保存・修理事業完了後の文化財の展示や活用の
計画、方針、予定について具体的に記してください。

対象事業２「周辺整備」については、整備事業完了後に想定される事業効果と、その測
定方法について記述してください。

完了検査 現地

支払い

事業完了

事業の実施体制について記してください

これまでに文化資源活用補助金に採択されたことがある場合、その事業と本事業との関
連性や、継続性、改良した点などを記してください。
　（例）説明板等のデザイン共通性など、一連のものとわかる取り組みなど。

その他、関連してアピールしたい事項などがありましたらご記入ください。

支払いが完了するまでが事業期間とな



（第４－１号様式）

１　収入

区　分
総収入予定額

(Ａ＋Ｂ)
収入予定額(Ａ) 既収入額(Ｂ) 備考

申請者負担 1,000,000 1,000,000

文化資源活用補助金 1,000,000 1,000,000

合計 2,000,000 2,000,000

２　支出

区　分
総支出予定額

(Ｃ＋Ｄ)
支出予定額(Ｃ) 既支出額(Ｄ) 備考

遊歩道工事委託 1,600,000 1,600,000

説明板製作設置委託 400,000 400,000

合計 2,000,000 2,000,000

収　支　予　算　書

申請者と補助金による収入に分けて

記入してください。
収入予定先が複数ある場合は、必要
に応じて欄を追加してください。

支払いの区分に応じて記述し
てください。内訳がわかる見積
書、積算書などを添付してくだ
さい。



（第５号様式）

団体の名称

活動の開始年月 年 月

法人格 あり　・　申請中　・　なし　（該当するものに○印をつけて下さい）

認証・許可年月日 平成　　年　　月　　日

人 団体 人

団体の財政状況 ■昨年度の決算 円 ■今年度の予算 円

活動実績
（箇条書き）

URL

団　体　調　書

奈良の歴史文化を守る会

平成24 9

所管庁

山田　太郎

所在地

〒630-XXXX

　奈良市●●町△△番地

TEL ０７４２－ＸＸ－ＸＸＸＸ FAX ０７４２－ＸＸ－ＸＸＸＸ

E-mail rekishidaisuki@nara.jp

E-mail narahanako@nara.jp

〒639-XXXX

http://www.○○○.com

代表者職・氏名 職名 会長

ふりがなやまだ　たろう

氏名

2 専従職員 10

連絡責任者
連絡先住所

氏名 奈良　花子

TEL ０８０－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ FAX ０７４３－ＸＸ－ＸＸＸＸ

5,000,000 5,000,000

　平成24年～　○○○○の修繕・管理・公開。

【令和４年度の主な活動】

　令和４年6月　講演会（□□ホール）
　
　令和４年11月　歴史文化体験ウォーキング

　大和郡山市●●町△△番地

設立の目的
と

現在の活動内容

当団体は、奈良の歴史文化を継承することを目的に設立された。当地に伝
わった貴重な歴史文化遺産である○○○○の管理に努め、地域振興に資する
活用事業を企画運営している。

個人会員数 30 団体会員

法人格がない場合でも、規約等と

役員名簿が必要です。

特に最近の活動内

容について記載して



備考



（第６号様式）

団体名　 奈良の歴史文化を守る会

代表者名 会長　山田　太郎

担当業務 氏名 団体での役職名 担当業務の詳細

総括・代表 山田　太郎 会長 全体総括

企画担当 ●●　●● 副会長 講演会等の企画責任者

総務担当 奈良　花子 事務長 事務・会計全般

監査担当 ◇◇　◇◇ 監事 会計に関する監督

広報担当 △△　△△ 印刷物の発送責任者

広報担当 ■■　■■ 印刷物のデザイン

※役員及び職員のうち、この事業に関連する者について記入してください。

事業実施体制



　

団 体 名

代表者名 印

４．営利を目的としないこと。

６．特定の公職者（候補者を含む。）又は政党を推薦し、支持し、又は反対することを目的

（第７号様式）

　年　　月　　日

団体目的等についての誓約書

　奈良の歴史文化を守る会

　会長　山田　太郎

　当団体は、下記の全ての事項に該当することを誓約します。

　とした団体でないこと。

７．団体の全役員は、成年被後見人、被保佐人及び破産者で復権を得ない者のいずれにも該
　当しない者であること。

８．文化資源活用補助金選定審査会の審査委員が、事業を実施する団体の一員でないこと。

※　申請事業が、文化資源活用補助金交付要綱別表第１の（１)又は２の（１）、
　（２）若しくは（３）に該当する場合は、上記３を除く。

記

１．奈良県内に事務所の所在地又は活動の拠点を有すること。

２．政治活動を目的としないこと。

３．宗教活動を目的としないこと。

５．暴力団又は暴力団若しくは暴力団員の統制の下にある団体でないこと。

交付申請書（第１号様
式）と同じ印鑑を押印
してください。



奈良県知事　　殿

所在地 〒630-XXXX　奈良市●●町△△番地

申請者 奈良の歴史文化を守る会

代表者 会長　山田　太郎 印

令和
４

年 ４ 月 ３ 日
令和
５

年 ２ 月 ２２ 日

４　条件

　(1)交付決定を受けるまでの期間に、諸般の事情により実施した事業に損失を生じ
     た場合は、これらの損失は上記団体が負担すること。

　(2)交付決定を受けた交付金額が交付申請額に達しない場合においても、異義を申
     し立てないこと。

　(3)着手から交付決定を受けるまでの期間内に計画の変更を行わないこと。

□□□□の説明版設置等整備事業

２　事前着手の理由

当該事業を実施する上で、交付決定の６月末までに、整備場所の事前工事を行う必要
があるため。

３　着手及び完了予定年月日
 　 着手
　　完了

（第８号様式）

令和5年4月3日

文化資源活用補助金事業指令前着手届

　文化資源活用補助金交付要綱第９条の規定により、下記条件を了承のうえ、届け出
ます。

記

１　事業の名称

交付申請書（第１号様
式）と同じ印鑑を押印し
てください。

着手年月日には、交付
申請日以降の日付を記
入してください。

事前着手しなければなら
ない理由については、届
け出前に必ずご相談くだ
さい。



奈良県知事　　殿

所 在 地 　〒

申 請 者

代 表 者 印

交　付　決　定　額 　200,000　円

変更により増（減）額すべき
県費補助金の額

50,000円の減

事　業　名 　県史跡○○古墳　説明板設置事業

変　更　の　内　容
　当初予定していた説明板４基を３基に変更にともなう事
業額の減額。

変　更　の　理　由
　地元教育委員会、有識者、地元自治会との協議し、説明
板の設置場所、内容を検討した結果、説明内容を整理し３
枚が適当となったため。

（第９号様式）

　年　　月　　日

文化資源活用補助金変更承認申請書

令和　　年　　月　　日付け奈良県指令文資第　　　号の　で交付の決定を受けました下
記事業について、別紙のとおり事業の内容を変更したいので、関係書類を添えて申請しま
す。

記

対　象　事　業
（該当する対象事業に丸）

 １　歴史文化資源の活用につながる保存・修理事業

 ２　歴史文化資源活用のための周辺整備事業

 ３　歴史文化資源の普及啓発のためのイベント事業

交付決定通知の日付と番号を記
入してください。（採択通知ではあ
りません。注意してください）

当初申請書と同じ名称にしてくだ
さい。

事業の変更内容について、簡潔
に記してください。

事業の変更理由について、簡潔
に記してください。

増額は認めていません。減額の

金額（当初申請Ａ－減額Ｂ＝変
更交付額Ｃ）のうち、Ｂを記入。

交付決定通知に記載の交付決
定額を記入してください。



奈良県知事　　殿

所 在 地 　〒

申 請 者

代 表 者 印

文化資源活用補助金事業中止承認申請書

　　　年　　　月　　　日付け奈良県指令文資第　　号の　で交付の決定を受けました文
化資源活用補助金について、事業を中止したいので申請します。

　　年　　月　　日

（第１０号様式）

２　補助金の交付申請を中止しようとする理由

記

　　　　　　年　　　月　　　日１　交付決定通知の受領年月日

交付決定通知の日付と番号を記
入してください。（採択通知ではあ
りません。注意してください）



所 在 地 　〒

申 請 者

代 表 者 印

（第１１－１号様式）

文化資源活用補助金実績報告書

奈良県知事　　殿

　　年　　月　　日

　　年　　月　　日付け奈良県指令文資第　　　号の　　　で補助の交付の決定を受け

た文化資源活用事業が完了したので、文化資源活用補助金交付要綱第１４条の規定によ

り提出します。



所 在 地 　〒

申 請 者

代 表 者 印

（第１１－２号様式）

　　年　　月　　日

奈良県知事　　殿

文化資源活用補助金実績報告書

　　年　　月　　日付け奈良県指令文資第　　　号の　　　で補助の交付の決定を受
け、　　年　月　日付け奈良県指令文資第　　　号の　　　で変更の承認を受けた文化
資源活用事業が完了したので、文化資源活用補助金交付要綱第１４条の規定により提出
します。



1 事業名

3
対象とした歴史文化資源の名称
（複数の場合はすべて記載）

4 実施内容

月日 実施内容 場所

6 事業完了年月日

7 事業実施成果

8
事業効果の

継続的な測定指標

9
地域における

今後の活用計画・方針

10 総事業費

11 交付決定額

12 実績に基づく申請額

13
消費税等仕入控除税額確定報

告書提出予定年月

14 その他参考事項

１３について、返還額が０円の見込みの場合も必ず記載の上、第16号様式を提出すること。

（添付資料）竣工写真等、工事請負契約書及び委託契約書の写し、実施内容がわかるもの

5 事業スケジュール

（第１２－１号様式）
事　業　実　績　報　告　書

2
対象事業

（該当する対象事業に丸）

  １　　歴史文化資源の活用につながる保存・修理事業

  ２　　歴史文化資源活用のための周辺整備事業



（第１３－１号様式）

１　収入

区　分 予算額 実績額 増減額

計

２　支出

区　分 予算額 実績額 増減額

計

収　支　精　算　書

申請時（変更を受けている場合は変

更時）と同じ項目に分けて記入して下

申請時（変更を受けている場合は変

更時）と同じ項目に分けて記入して下

さい。
内容がわかる請求書と領収書を添付
してください。

各項目で２０％以上の金額の
変更がある場合は、あらかじめ

変更申請が必要です。



所 在 地 　〒

申 請 者

代 表 者 印

振込銀行口座 銀行名　　：

支店名　　：

預金種別 ：

口座名義人(ｶﾅ) ：

口座番号 ：

奈良県知事　　殿

　上記のとおり、文化資源活用補助金交付要綱第１５条第２項の規定により請求します。

補助金請求書

　　　　　　年　　月　　日

（第１５号様式）

請求金額　　　　　　　　　　　　円

　ただし、　　年　　　月　　　日付け文資第　　　号の　　で補助額の確定通知のあった文化資源

活用補助金

地方公共団体である市・町・村にお



所 在 地 　〒

申 請 者

代 表 者 印

１．補助事業の名称

２．補助金額（交付要綱第　条による額の確定額）

円
３．補助金の確定時における補助金にかかる消費税等仕入控除税額

円
４．消費税及び地方消費税額の確定に伴う補助金にかかる消費税等仕入控除税額

円
５．補助金返還相当額（４－３）

円

※５．が0円の場合、該当理由にチェックを入れること。

□地方自治体である。

□宗教法人等で特定収入割合が５％超である。

□簡易課税方式である。

□消費税の確定申告義務がない。

□個別対応方式で、補助対象経費にかかる消費税を「非課税売上のみに要するもの」としている。

（第１６号様式）

　　年　　月　　日

奈良県知事　　殿

文化資源活用補助金に係る消費税等仕入控除額確定報告書

　　年　　月　　日付け奈良県指令文資第　　　号の　　　で実績の確定を受けた文化

資源活用事業について、消費税等仕入控除税額が確定しましたので、文化資源活用補助

金交付要綱第１６条の規定により、下記のとおり報告します。

記


